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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・4/13(木)千葉学園看護実習生の1グループ目が実習予定。
・4/16付けの異動に伴い4/15(土)14:00～20:00まで、WIZの使用を制限する。WIZの設定変更を行いますので、この日時にはワークフローの申請をしないようにして下さい。

・表紙の情報が古くなっているので、薬剤情報等を更新し、4/7(金)までに差替えて下さい。
・4/20(木)六角堂祭が行われる。青陽館からの参加者3名を今週中に決めて下さい。
・デイケア･ナイトケア利用者様で喫煙者の方に喫煙歴を調べて下さい。(小嶋SGMまで)

・職員旅行の日帰りを希望する方は、小嶋SGMまで報告して下さい。

・今年度の部署ミーテイングについて、場所は青陽館で、日時は決まり次第連絡していく。出席できなかった人には後日説明していく。
・『春の会』を欠席するスタッフは、欠席届を4/15(土)までに行事委員担当スタッフに提出して下さい。

・人事考課と目標面接を行いますが、考課表の書式が変更となる予定のため、書式が確定次第SGMより連絡します。面接日までに考課表を作成してください。

【研修】

・第6回「新人、初級者対象」看護グループ内研修
日時:4/13(木)　17:30～18:30
場所:2階会議室　テーマ:メンタルヘルス　講師:小嶋SGM
･第7回法人研修

日時:4/11(火)12(水)　17:30～18:30　4/12(水)はビデオでの研修
場所:メンタルケア病棟4階メモリアルホール　テーマ:｢防犯について｣

講師:八戸警察署　生活安全課職員
・青森労災病院地域連携セミナー

日時:4/12(水)　17:30～18:30　場所:青森労災病院2F　大会議室

テーマ:｢せん妄と認知症｣　
参加希望者は佐々木AOMへ申し込むこと

・八戸精神医会講演会

日時：5/12（金）18：45～　場所：八戸パークホテル２F「メイプルホール」
テーマ　「成人の発達障害ADHD」など

参加希望申し込み締め切り：4月28日（金）

【施設見学予定者】
寺地　ひろゆき様、水梨　あやこ様
青南病院入院中で、今後は青山荘入所の予定の方。来週末頃で日程調整していく予定。決まり次第、病院PSWへ連絡すること。
＜利用者様情報＞

デイケア

・赤松　翔太様～今までは午前か午後の体験利用であったが、昨日は１日通して利用している。プログラムに意欲的に参加し「疲れるけどためになります」と話しており、次回の予定については本人から正式利用の希望あり、4/10(月)～月・水・金の利用予定となっている。
・淡路智恵子様～昨日、「最近右足の先がザワザワするんです。そうすると心臓に悪くて苦しくなってしまうんです。少し前にそういう事はあったけど今は無くなって喜んでたらまたなると時があって苦しくて。それが男と女が赤い糸でめぐり合うように誰かに恨まれてるんじゃないかと思って死んで欲しいって思われてる気がするの」と話している。内容が被害的であり心当たりについては自分が人の悪口を言ってる事や亡くなった兄に自分も性格が似ているから兄のようになるかも知れない事を話している。恨まれている事は考えずに今後も痛みが続くようなら主治医に相談するよう提案すると「そうしてみます。でも、気になる。誰かが私を恨んでると思う。私何でも話してしまうから」と話している。
・久慈　邦夫様～妻様が心不全で入院し、付き添いのため2週間程欠席していたが、昨日、本人から連絡がある。妻様は退院したが、手術を拒否しつづけており、あまり状態は良くないと話している。それによって疲労感もあるようで「なんとかやってます」と話している。4/10(月）は来所するとのことで、近況について詳細を確認していく。
・松倉　健一様～昨日、定時に来所せず、11:30に自宅に電話をすると、母様が電話に出る。母様が何度も本人を呼び、やっと本人が電話に出て、今から青陽館に向かうと話している。14:45頃来所しており、遅れた理由を尋ねると、小声で「朝準備はしてたんだけど･･･。時間が経って遅れると思って」と話している。遅れる際は連絡するように伝えている。今後は、早めの連絡を取り、来所に繋げれるようにしていく。

・鈴木　知子様～昨日19:40本人より架電があり、青陽館を利用している男性との付き合い方について相談ある｡内容としては昼食を一緒に食べたくない､話をしても難しい内容（宗教）やいやらしい内容で話をしたくない､自宅の電話番号を教えたら夜の9時に電話がかかってきて困っている、一度一緒に食事に行ったがもう行きたくないので上手く断わりたいとのこと。今後も青陽館で顔を会わせることも考え､気まずい思いをしないようにしたいと話している｡対応方法について伝えると､今度やってみますと話している。もし､対応に困った時にはスタッフに相談して欲しいことを伝え､電話を終了している。
また、本日訪問看護スタッフから情報提供があり、同様の訴えがあったと情報提供がある。

・小林　司　様～本日より正式利用開始となる。体験利用もしていたことから馴染みのメンバーと交流が見られている。各プログラムにも参加されている。今後は隔週木曜日の利用となる。
・川村　享　様～膝から下の痛みがあり、八戸赤十字病院を受診する等で2日欠席していたが、本日来所している。受診先から伊藤整形外科の受診を勧められ、受診をしてきたとのこと。レントゲン検査の異常はなく、飲み薬と湿布が処方されたとのこと。
・小泉　晋也様～本人から連絡があり、体調は「いくらか良くはなっているようだ」と話すも、大事をとり本日は欠席するとのこと。
・阿波　諒祐様～昨日、母様が来所し、本人様の現状と今後の関わりについて面談を行っている。本人様の状況は、今は周囲の人の動きを気にすることが多いとのことで、自宅では両親がトイレや浴室に行くと傍へ行き、出て来るまでその場を動かないような様子があるとのこと。他は体調不良は特にないとのことだが、最近来所できていない状況を振り返り、理由を確認すると「理由まではわからないんですが、なぜか行きたがらないんですよ」と話している。担当スタッフが検討した今後の目標や計画を説明すると、了承しており、その際に、現在本人はアルバイトをしたいと考えていて、そのことばかり話しているとの情報がある。デイケアで就労への支援も行うことが出来ることを伝え、就労への準備をするために来所することを本人様へ促してみることを提案すると、「どう言ってくるかわかんないですが、やってみます」と話している。今後の利用については、来所できる日に連絡をして利用したいと希望する為、来所可能日に連絡を頂くこととし、今後も情報共有しながら本人様と関わっていきたいことを伝え、面談を終了している。

デイナイトケア

・奥山以依子様～昨日、エアロビクス中に「上手く踊れなくなった」と話し、その後突然踊りを止めている。エアロビクスの講師に促され部屋の隅に移動し座っており、何があったかを尋ねると「身体が動かなくなった、エアロビできなくなった」と話している。無理せず休み、参加出来るようであれば、再度参加するように伝えると了承しており、その後のマット運動には参加している。エアロビクス後に体調を尋ねると「大丈夫です、泣かないから」と答えており、以降不調の訴えなく普段通りにプログラムに参加している。
・吉田　富秋様～昨日、レクリエーション(だるま落とし)時に、積極的にスタッフの手伝いを行っており、表情良く参加していた。特定男性利用者様（千葉輝夫様）から「あんたに当たる位に打つよ」と言われ、特に問題なく対応していた。相手が一度打ち終えた後に再度同じことを言われ、同様の対応をするが、千葉様が発言を続けており、それに対し「やるならやったらどうだ」とやや強めの口調で返している。その際、回収しただるま落としの一部を、千葉様に当たらない位置に放り投げている。その言動に対し千葉様が「くだらないな」と話し、自身の席に戻り、以降はトラブルなくレクリエーションを終えている。レクリエーション後、本人に改めて何があったかを尋ねると「なんも、いつものことだけど、嫌な気分になったからやってしまった」と話している。「あの人は、いつも同じこと注意されても、忘れて同じことをしてしまうんだ、仕方ない」と、千葉様に関し理解を示している発言聞かれるが、「こっちから教えてもあの人は、なんだかんだっていつも文句ばっかり言うんだよ。みんなで協力してやっていかなきゃいけないんだけども、あの態度は酷い」と不満をスタッフに話している。不満を話した後に「まぁ、いつものことだし、寝れば忘れてしまうから気にしなくていいよ」と笑顔で話している。自身の気持ちを正直に話してくれたことに礼を述べ、引き続き何か不満や困ったことがあった際には、スタッフに教えて欲しいことを伝えると「わざわざ心配してくれてありがとう、お仕事頑張って」と笑顔で話している。以降、不満等の訴えなく他利用者と交流しながら落ち着いて過ごしている。
・千葉　輝夫様～レクリエーション中の特定男性利用者様(吉田富秋様)とのトラブルについて、レクリエーション後何かあったか尋ねるが「いや、今日は何もないよ」と答えており、不調や不満のような内容を話すことはない。表情も穏やかであり、レクリエーション時のことを気にしている様子は窺えない。今後、他者との接し方に注意し、他者とのトラブルにならないよう関わっていく。

本日は、来所後の服薬時、コップが見当たらないためロッカーを探すと、水の入った状態で割りばし入れのケースの中に置いてある。ロッカーの鍵を返し忘れることや食器の布巾をポケットに入れてしまう等、認知機能の低下が見られる為、行動に対する伝え方に注意しながら介入していく。

・馬渡　武光様～青風荘より情報提供があり、昨晩、ホールにて周囲の様子を見回した後、ゴミ箱のふたを開け中を覗いている。ゴミを漁ることなくすぐにふたを閉めていますが、誤解されるような行動はしないよう注意するとニヤニヤしながら指で×印を作っている。

ナイトケア

・前野　義勝様～最近利用日である金曜日に来所できておらず、他の曜日の利用をしてみたいとの希望があった為、昨日来所している。体調については、腰痛は継続しているとのことだが、仕事は継続して出来ており、なんとか大丈夫であるとのこと。水曜日の利用については「金曜日よりも疲れてないから来やすいですね」と話すが、再度月曜日に利用してみたいと希望。来週は月曜日に利用してみることとしている。
＜外来情報＞
・竹洞　聡　様～仕事の収入は10万位とのこと。気分的に安定しているが、疲れやすいのは続いているとのこと。

・冨田　紀子様～特に変わりなく、睡眠も１日６～7時間摂れているとのこと。

・奥山以依子様～血圧は低めだが眩暈は無いとのこと。

・船場　幸子様～入れ歯がゆるくて、硬い物が食べられないと話している。

・中居美津子様～膝関節症で福井整形外科を受診したとのこと。膝の痛みと股関節の違和感があり電気をかけてもらって来ると話されている。外科の受診料は月￥５０００程でそちらの支払いも待ってもらっているとのこと。

・鹿原　博夫様～特に変わりなく、チラシ配りの仕事も順調であるとのこと。

・前野　義勝様～腰痛は継続していて、ナパゲル軟膏が処方となっている。

カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H29年4月6日（木）13：30～14：00

　担当チーム：工藤・赤坂

検討内容　目標、計画の検討

	氏名
	千葉　輝夫様
	性別
	男
	年齢
	74歳
	生年月日
	S17年2月19日

	主病名
	アルツハイマー型認知症
	合併症
	高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	現状の生活維持

	家族希望
	現状の生活維持

	入院歴
	0回

	通所歴
	1回目

※今回：　H27年8月4日～現在（週4回/火～金曜日）

	その他サービス利用
	ヘルパー利用

	住居：

アパートにて単身生活
	家族構成：

長男、長男嫁

	利用制度
	生活保護　　介護保険　要介護1

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加できるよう促していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加できるよう、千葉様用プログラム表を作成する。(プログラム内容・時間・場所を入れる)

スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。(息子様の要望も取り入れていく)

	
	②わからない時は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからない事はすぐに確認できるようになる。スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、アドバイスを行うようにする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加していく。
	・1/4来所しないため、本人の携帯電話に連絡するが繋がらない状況。スタッフ2名で捜索に向かう。八戸駅周辺を捜索し、ユートリーの中の入口付近に立っているのを発見する。見ながら歩いてきたと話している。2/17携帯電話に連絡すると、パチンコガイアの向かいの道路にいるとのことで、スタッフが迎えに行っている。

・以前にも2回あったが、3月にも通常の1時間前の7時半頃来所している。本人は「いつもと同じバスで来た」と話している。時計を見ているが、普段の時間と違うことは自覚していない。

・プログラムで、他利用者(全員)が、場所移動していても、自分がやりたいことがあればそちらを優先している。その際はスタッフの声掛け、促しで移動している。トイレに行くことや、水分補給してから参加するため、プログラムへの参加には、積極性は見られていない。作業療法では、今まで得意としていた計算問題は、最近はあきやすく集中力が低下している。

（達成度70％）
	・来所時に通常よりも早めに来たことを思い出せるような聴き方で関わっていく。

・プログラム参加の際にはスタッフから声を掛け、本人が時間に気が付けるようにしていく。また、プログラムについて本人と話し合い、要望を取り入れながら（息子様と情報共有）様々な活動を提供し、認知機能の低下を防止していく。目標は継続とする。

	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	・朝の日課(検温・服薬)は、スタッフ声掛けにて行っている。リュックにしまったものがわからなくなり、何度も確認する様子が見られている。ロッカーの鍵を返却するのを忘れ、ズボンのポケットに入っていることがある。また、家の鍵と一緒にチェーンにつけていることがあった。先日は、他利用者の鍵がロッカーの中にあったため、都度スタッフは、鍵の所在を確認している。記憶力の低下が目立っているため、都度スタッフが介入し質問しながら思い出せるよう関わりを持っていく。

（達成度50％）
	自からスタッフへわからないことを確認することが出来ている。時々、迷っている様子が見られるため、スタッフが介入している。今後も目標を継続し、わからないことがあった際には、スタッフへ確認するよう促していく。スタッフは本人が困っているような様子が見られた際には、状況を確認し対応していく。

	③身体接触のある際は、都度介入し状況を踏まえ行動できるようになる。
	親しみの持った女性利用者の頭を突然わしづかみにし、撫でていることがある。相手が驚き不快な表情を見せるがそれには気付かず、スタッフの介入にも「いいの」と言い、身体接触をやめることはない。他男性利用者の耳を突然触り、耳をよけている利用者に笑顔で挨拶している。
	最近、他利用者への身体接触が見られるため、③を短期目標に追加する。　　　　　　　　　身体接触がある際は、都度介入し、状況を踏まえ説明していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加できるよう促していく。
	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加する。スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。

	
	②わからない事は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからない事はすぐに確認できるようになる。スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。

	
	③身体接触のある際は、状況を踏まえ行動できるようになる。
	③身体接触のある際は、スタッフの説明を聞いて行動にうつす事ができる。
	③人に接する時は、適度な距離をとり会話する。身体接触のある際は、都度介入し状況を踏まえ説明していく。


